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第４章 将来都市構造 

１．将来都市構造の設定 
（１）都市構造のイメージ 

本町は、東西方向の国道 329 号、南北方向の県道 241 号線（宜野湾南風原線）を軸として、西側

に隣接する那覇市から東側に隣接する与那原町に連なる形で市街地を形成しています。 

那覇空港自動車道（国道 506 号）などの広域的な道路交通機能が整備され、本島南部地域にお

ける交通結節点として都市化が進行しています。 

今後、南風原与那原バイパス、国道 507 号バイパス、南部東道路の整備により、更なる広域的な

交通機能の充実が見込まれます。 

まちの軸となる幹線道路の整備とあわせて、自然緑地などの自然的土地利用に配慮しながら、まち

の活力を支える都市的土地利用を適切に配置して、秩序ある都市構造の形成を目指します。 
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（２）将来都市構造の設定 

将来都市構造は、まちづくりの目標実現に向けて、都市を構成する「ゾーン」「拠点」「まちの軸」の３

つの要素に分けて整理します。 

 

 

 

 

 
■ゾーンの設定 

①住宅ゾーン 住居系用途地域が指定された区域及び市街化を誘導する区域を住宅ゾー

ンと位置づけ、良好な住環境の保全と創出に努め、秩序ある土地利用を図り

ます。 

 

②沿道・商業 

ゾーン 
 

国道沿いや県道沿いの住居系用途地域、商業系用途地域が指定された区

域等を沿道・商業ゾーンと位置づけ、地域の利便施設等の集積や商業業務

機能の集積を図ります。 

 

③業務ゾーン 工業系用途地域が指定された区域などを業務ゾーンと位置づけ、工業機能

や流通機能の集積を図ります。 

 

④計画的誘導 

ゾーン 

既存集落や自然地を計画的誘導ゾーンと位置づけ、秩序ある土地利用を図

ります。 

 

⑤緑地ゾーン 三大森（黄金森、高津嘉山、新川森）等を緑地ゾーンと位置づけ、貴重な自

然緑地の保全・活用に努めます。 

 

⑥農地ゾーン 農業基盤整備が行われた農地を農地ゾーンと位置づけ、保全・活用に努め

ます。 

 
 
■拠点の設定 

①都市拠点 国道 329 号と県道 241 号線（宜野湾南風原線）が交差する兼城十字路から

南風原町役場一帯を都市拠点と位置づけます。 

本町の顔として、行政、学校、企業等の多様な都市機能が集積する場の形

成を図ります。 

 

②商業拠点 南風原北インターチェンジ周辺一帯を商業拠点と位置づけます。交通結節

点として町内外から多くの人が訪れる広域的な利用を促進する商業空間の

形成を図ります。 

 

③産業誘導 

拠点 

 

南風原南インターチェンジ周辺一帯、沖縄自動車道や南風原東インターチェ

ンジ（仮称）周辺一帯、印刷団地等の既存の企業が立地する地区、新川森

の北側の地区を産業誘導拠点と位置づけます。 

周辺環境に配慮した産業や生活利便施設の誘導を図ります。 

ゾ ー ン の 設 定 ：土地利用の利用区分毎のまとまりであり、面的な構成要素 

拠 点 の 設 定 ：人々の都市活動の中心となる場であり、点的な構成要素 

ま ち の 軸 の 設 定 ：都市の骨格を形成する主要な道路であり、線的な構成要素 



 

62 

南風原町都市計画マスタープラン 

 

④医療拠点 

 

南部医療センター・こども医療センターを含む周辺一帯を医療拠点として位

置づけます。 

広域的な利用を想定した重要な都市機能であり、今後とも医療関連施設等

が集積した拠点形成を図ります。 

 

⑤副次都市 

拠点 

津嘉山北土地区画整理事業地区は、良好な住宅地の形成とともに商業・業

務機能の集積を図り本町の副次拠点にふさわしいまちづくりを進めていきま

す。 

 

⑥歴史・文化 

拠点 

喜屋武・本部・照屋一帯を歴史・文化拠点と位置づけ、歴史・文化資源であ

る琉球絣・南風原花織を活かした伝統産業と観光産業が連携した拠点形成

を図ります。 

 

⑦暮らしの 

交流拠点 

都市拠点と歴史・文化拠点を含む兼城十字路から喜屋武・本部・照屋地区

一帯を、暮らしの交流拠点と位置づけます。 

本町の中心市街地として、人々が暮らし、集い、学び、働くなど様々な交流を

支える空間の形成を図ります。 

 
 
■まちの軸の設定 

①広域都市軸 

 

広域的な都市間の移動を担う道路を広域都市軸と位置づけます。 

【対象道路】 

沖縄自動車道、那覇空港自動車道（国道 506 号）、南部東道路 
 

②都市連携軸 

 

周辺市町を結ぶ道路で広域的な交流を支え、本町の都市軸を形成する道

路を都市連携軸と位置づけます。 

【対象道路】 

国道 329 号、国道 507 号バイパス、県道 241 号線（宜野湾南風原線）、

南風原与那原バイパス、環状２号線 
 

③地域連携軸 

 

広域都市軸及び都市連携軸からの道路交通を受け止め、町内の道路交通

を円滑に処理する道路を地域連携軸と位置づけます。 

【対象道路】 

国道 507 号（仲井真津嘉山線）、県道 240 号線、県道 128 号線、県道

86 号線（南風原知念線）、宮平学校線 等 
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